
広島大学でも11･６集会に向けて、学生･労働者の行

動が盛り上がっています。11月１日、広大キャンパス

集会を行いました。京大｢無期停学｣処分の撤回とあわ

せ、10月30日から開始された日米合同軍事演習｢キーン

ソード｣に大学から対決する行動としてもありました。

この集会に合わせて、京大から無期停学被処分者の

大森靖之くんが来てくれ、朝から広大生の間で話題と

なっていました。

昼休み、広大キャンパスの｢スペイン広場｣で集会が

始まりました。集会基調の提起は広大学生自治会委員

長の森田寛隆くんです。冒頭から韓国ゼネスト情勢、

パククネ打倒情勢をアジり、｢過労死や戦争など、人間

らしく生きられない現実を大学こそが強制している。

生きられない世の中を変えるため、京大に続くストラ

イキを広大から巻き起こそう！ 韓国をはじめとする全

世界の闘う労働者･学生と連帯する11月国際共同行動へ！｣

と呼びかけました。

続いて大森くんが登場！ 広大生の注目が一層集まり

ます。｢戦争を止めるための最も有効な行動は何だと思

いますか？ 学生たることに誇りと自信を取り戻すため

の行動は何ですか？ それはストライキです！｣－－京

大ストライキの地平を高らかに提起し、広大生もスト

に立とうと訴えました。

広島大学生協で働く労働者が発言。私たちと同じ大

学を足場にし、大学の現実を変えようと立ち上がって
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国境をこえた団結で朝鮮侵略戦争と労働法制改悪阻止へ!
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いる労働者の訴えは、圧倒的に共感できるものでした。

最後に、再び森田委員長が集会のまとめと行動方針

を提起し、集会が終わりました。大学職員が集会の妨

害にやってきましたが、集会場に近づくことすらでき

ずにいました。

夕方は討論集会。韓国の闘いの映像が流れた後、①

キャンパス・職場にゼネストの芽はあるか、②私たち

が取り戻したい大学･職場とは何か、③変革のためにど

のように訴えていくか、を主なテーマにして討論が活

発に行われました。森田委員長、大森くん、広大生、

スト権ストを闘った労働者、広大生協労働者などが発

言に立ちました。

昼集会－夕集会ともに、１年生や初参加者が合流し、

大成功しました！

11･６集会まであとわずかですが、韓国のように一気

に情勢が動く機運は広大にも全国大学･職場にも必ずあ

ります。頑張りましょう！ （Ｈ）

『前進』やビラなどを読み返して、11月６日の集会

に参加する理由を考えました。真っ先に浮かんだこと

は、集会に参加したあとの自分がどう変わっていくの

か、ということでした。韓国のストライキの動画を見

て一番驚いたことは、闘うことが日常になっているこ

とです。それが当たり前になっていることはすごいこ

とだと思いました。

私は、大学に入学したら自分の未来が変わると希望

を抱いていました。卒業して安定した仕事に就いて、

女手一つで育ててくれた母親の世話をできればと思っ

ていました。その小さな夢すら壊されてしまう、そん

な大学に何の希望も見出せません。でも、11月６日の

集会は私を変えると思います。闘うことが生活の一部

になる、そのスタート地点に立てる気がします。風邪

をこじらせてしまっていますが、極力参加したいと思っ

ています。宜しくお願いします。

三里塚に行き、最も印象に残っているのは二ヶ所。

その一つは東峰神社である。背の高い壁に囲まれ、そ

こらじゅうにある監視カメラに見られているような感

覚で、一番不安になる場所だった。飛行機が通る時は

あり得ないほどの雑音で、数分ほどしか居なかったの

に、神社の上空を通った飛行機が三本も。東峰神社の

前に立つと、自分の中の怒りがだんだん大きくなって

いく。これはあり得るはずのない状況だとしか思えな

くて、頭の中がホワイトノイズ。

もう一つの印象に残っている場所は、東峰墓地。墓

地という物は、亡くなった人が眠る場所だけでなく、

歴史が残る場所である。そのため、巨大な空港を延伸

しようとし、小さな墓地を見落とす国家は、三里塚農

民の歴史を消そうとしているようにしか見えないと思っ

た。

日本のことを勉強しようと思って大学に入学したこ

の私は、実は、授業で成田闘争のことを勉強すること

も出来た。少しでも知識があったおかげで、日本に来

る時は出来るだけ成田空港ではなく羽田空港を使おう

という決定もできた。しかし、来日するほとんどの観

光客や留学生などは、現実を知らず成田空港を利用し

てしまうだろう。三里塚のことを、もっとたくさんの

人に知らせなければならないと思った。

歴史を消そうとする国家は、許すべきではない。農

地取り上げも、許すべきではない。弾圧は、絶対に許

してはいけない。自分の目で三里塚を見たら、戦わず

にはいられない。


